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浜岡原子力発電所１，２号機の廃止措置について 

平成２５年６月２５日 
中部電力株式会社 
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１，２号機 廃止措置の全体スケジュール 

第１段階 

解体工事準備期間 

第２段階 
原子炉領域周辺設備 

解体撤去期間 

第３段階 
原子炉領域 

解体撤去期間 

第４段階 

建屋等解体撤去期間 

平成２１～２６年度 平成２７～３４年度 平成３５～４１年度 平成４２～４８年度 

◇廃止措置計画変更認可申請 

◆運転終了（２００９．１．３０） 

◆廃止措置計画認可申請（２００９．６．１） 
◆廃止措置計画認可（２００９．１１．１８）廃止措置段階に移行 

燃料搬出 

原子炉領域周辺設備解体撤去 

原子炉領域解体撤去 

放射性廃棄物の処理処分 
建屋等解体撤去 

放射線管理区域外の設備・機器の解体撤去 

安全貯蔵 

汚染状況の調査 

系統除染 
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(2009)             (2014) (2015)           (2022) (2023)           (2029) (2030)           (2036) 

◆運転終了公表（２００８．１２．２３） 



© 2013 Chubu Electric Power Co., Inc. All rights reserved. 

第１段階 解体工事準備期間（１／４）  

燃料の搬出・譲渡し 

【使用済燃料】 

１，２号機 ４，５号機等 

●燃料プール 
 からの取出 

●専用の輸送 
 容器に収納 
 しての運搬 

●４，５号機の 
 燃料プール 
 等へ搬出 

【新燃料】 
●新燃料貯蔵庫等 
 からの取出 

●燃料加工工場 
 等への搬出 

１，２号機 

燃料加工工場等 

燃料搬出の流れの例 

1号機 

・平成25（2013）年1月22日までに全ての 

 燃料搬出を完了 

・法令に基づく施設定期検査の 

 受検義務解除 

2号機 

・使用済燃料搬出作業実施中 

・平成25（2013）年度中に使用済燃料の 

 搬出完了予定 

・平成25（2013）年6月1日現在の残り、 

 使用済燃料768体 

 新燃料148体 

・燃料が残っている間は毎年1回 

 法令に基づく施設定期検査受検 
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第１段階 解体工事準備期間（１／２）  

第１段階 解体工事準備期間（２／４）  

系統除染 

配管や機器の内面に付着した放射性物質を、薬品を使って除去します。 

 ⇒１・２号機とも、原子炉格納容器内の原子炉再循環系、原子炉冷却材浄化系、 

  余熱除去系は実施済み 

 ⇒残り部分の時期・方法検討中 

原子炉冷却材 
浄化系 

余熱除去系 

原子炉再循環系 

原子炉圧力容器 

原子炉格納容器 
系統除染の範囲 （原子炉再循環系、原子炉冷却材
浄化系、余熱除去系、原子炉圧力容器） 
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● 屋外の設備・機器を、順次、解体撤去しています。 

第１段階 解体工事準備期間（３／４）  

原子炉周辺設備の解体撤去 
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送電用変圧器 

送電用変圧器 
（１号機の例） 
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第１段階 解体工事準備期間（４／４）  
汚染状況の調査 

＜目的＞ 
１．廃止措置計画の具体化 

  解体廃棄物の放射能（濃度と物量）を 

  把握し，解体工法，廃棄物対策，被ばく 

  評価等を具体化し廃止措置計画に反映。 

 
２．廃棄物放射能データベースの整備 

  解体廃棄物を埋設処分したりするときの 

  申請に必要な放射能データベースを整備。 

 
３．廃棄物処理設備の設計に必要な 
  データベースの整備 

  放射線の遮蔽設計等に必要な放射能 

  データベースを整備 
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＜原子炉調査計画の例＞ 

☆：調査ポイント 
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放射性廃棄物の推定発生量（１・２号機合計） 

約４８万トン 

１，２号機の廃止措置期間
中に発生する廃棄物量 

低レベル放射性廃棄物 
約１．７万トン（約３％） 

放射性廃棄物でない廃棄
物および放射性廃棄物とし
て扱う必要のない廃棄物 

約４６．７万トン（約９７％） 汚染状況調査の結果
を踏まえ、 
放射性廃棄物量を見
直すとともに、 
放射性物質の種類や 
放射能レベルなどによ
って区分し、 
区分に応じ埋設する 
深さを変えるなど、 
適切に処分します。 

放射性廃棄物でない廃棄物 
（約４４．２万トン）、放射性廃 
棄物として扱う必要のない廃 
棄物（約２．５万トン）は、資源 
として再利用するか、産業廃 
棄物として処分します。 

※２）約４６．７万トンには、建屋基礎などの地下構造物は含まれていません。 

※１，２）汚染状況調査前の推定値 

※１ 

※２ 
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解体順序の考え方 

①運転終了とともに、順次、解体する設備・機器 
  （例）原子炉周辺の配管・機器、タービン・発電機、復水器・・・第2～3段階で解体 
           原子炉本体・原子炉格納容器・・・安全貯蔵期間を経て第3段階で解体 
 
②使用済燃料の貯蔵設備は使用済燃料搬出後も解体工事用途として引き続き使用 
  （例）燃料プール及び浄化系・・・原子炉本体解体後の第４段階で解体 
 
③放射性物質による汚染が無くなるまで必要な設備 
  （例）廃棄物処理設備、換気空調設備、電源、放射線モニタ・・・第3～4段階で解体 
 
④建築構造物は放射性物質による汚染を除去したのち解体 
  （例）原子炉建屋、タービン建屋、サービス建屋・・・第4段階で解体 
 
⑤屋外設備は解体又は引き続き運転号機用設備として使用 
 （例）主変圧器・・ ・第1段階で解体 
    送電線・・・廃止措置終了後も引き続き運転号機用設備として使用 
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燃料搬出、系統除染、屋外設備の解体撤去、汚染状況調査などを行う。 

第１段階終了時の状況 

換気 
空調設備 

原子炉格納容器 
窒素供給装置 

廃棄物処理設備 電源装置 

原子炉格納容器 

復水器 

タービン／発電機 

第１段階（解体工事準備期間） 
平成２１(2009)～２６(2014)年度 

送電用 
変圧器 
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原子炉本体 

送電線 

原子炉建屋 

タービン建屋 

サービス建屋 

燃料貯蔵設備 

原子炉 
冷却系統設備 

受電用 
変圧器 

開閉所 

1,2号機共用排気筒 
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第２段階終了時の状況 

原子炉領域周辺設備の解体撤去、解体撤去物処理設備の設置などを行う。 

換気 
空調設備 

廃棄物処理設備 電源装置 

第２段階（原子炉領域周辺設備の解体撤去期間） 
平成２７(2015)～３４(2022)年度 

原子炉格納容器 
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原子炉本体 

送電線 

原子炉建屋 

タービン建屋 

サービス建屋 

受電用 
変圧器 

1,2号機共用 
廃止措置用排気筒 

開閉所 

燃料貯蔵設備 
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原子炉領域（原子炉容器、原子炉容器を取り囲む放射線遮へい体を含む領域）の
解体撤去などを行う。 

第３段階（原子炉領域解体撤去期間） 
平成３５(2023)～４１(2029)年度 
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送電線 

原子炉建屋 

タービン建屋 

サービス建屋 

受電用 
変圧器 

第３段階～第４段階途中の状況 

開閉所 

送電線 

原子炉建屋 

タービン建屋 
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廃止措置終了時の状況 

廃棄物処理系の解体撤去、放射線管理区域を解除した後、建屋を解体撤去する。 

第４段階（建屋等解体撤去期間） 
平成４２(2030)～４８(2036)年度 

11 

送電線 

開閉所 
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